
本
書
の
著
者
で
あ
る
福
田
ア
ジ
オ
氏
は
、
一
九
四
一
年
生
ま
れ
、
東
京
教
育
大

学
文
学
部
で
民
俗
学
を
学
び
、
武
蔵
野
大
学
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
新
潟
大

学
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
教
授

で
、「
人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
非
文
学
資
料
の
体
系
化
」
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
っ
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
野
」
に
は
、
民
俗

学
が
ル
ー
ラ
ル
な
事
象
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
在
野
の
人
た
ち
が
担
っ
た
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
村
落
社
会
と
民
俗
、
歴
史
学
と
民
俗
学
の

関
係
、
空
間
と
時
間
に
関
す
る
民
俗
、
柳
田
國
男
の
民
俗
学
な
ど
、
一
九
八
〇
年

代
以
降
に
話
題
と
な
る
著
作
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
対
象
を
見
出
し
、

民
俗
学
辞
典
や
大
学
の
教
科
書
、
日
本
の
民
俗
学
者
に
関
す
る
編
著
な
ど
に
関
わ

り
、
九
五
年
か
ら
九
八
年
ま
で
は
日
本
民
俗
学
会
の
第
二
三
期
代
表
理
事
も
務
め

る
な
ど
、
日
本
の
民
俗
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。

本
書
は
日
本
民
俗
学
の
ル
ー
ツ
を
江
戸
時
代
に
求
め
、
柳
田
國
男
の
死
ま
で
の

二
〇
〇
年
間
の
学
問
と
し
て
の
形
成
、
発
展
、
変
化
を
広
く
展
望
し
た
日
本
民
俗

学
史
で
あ
る
。
と
り
わ
け
近
代
日
本
民
俗
学
の
一
〇
〇
年
の
前
史
に
も
重
き
を
置

い
て
い
る
こ
と
は
出
色
で
あ
る
。
生
起
し
た
事
実
を
年
代
順
に
書
き
並
べ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
関
連
し
あ
い
、
社
会
的
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
多
く
の
著
作
や
著
者
自
身
の
学
問
遍
歴
を
た
ど
り
な
が
ら
九
章
に
わ

た
り
ほ
ぼ
時
代
順
に
記
述
し
て
い
る
。

本
書
の
主
要
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
目
次
の
下
の
数
字
は
本
書
で
の
ペ

ー
ジ
数
で
、（

）
内
は
本
文
の
分
量
を
目
安
と
し
た
百
分
率
で
あ
る
。

は
じ
め
に

四
（
一
・
三
％
）

Ⅰ

近
世
文
人
の
活
動
と
民
俗
認
識

三
三
（
一
〇
・
七
％
）

Ⅱ

人
類
学
の
成
立
と
土
俗

一
一
（
三
・
五
％
）

Ⅲ

民
俗
学
の
萌
芽

一
二
（
三
・
九
％
）

Ⅳ

民
俗
学
の
登
場

四
一
（
一
三
・
三
％
）

Ⅴ

民
俗
学
の
確
立

六
八
（
二
二
・
二
％
）

Ⅵ

戦
争
と
民
俗
学

一
五
（
四
・
九
％
）

Ⅶ

日
本
の
敗
戦
と
民
俗
学

三
二
（
一
〇
・
四
％
）

Ⅷ

日
本
民
俗
学
会
と
民
俗
学
研
究
所

六
三
（
二
〇
・
五
％
）

Ⅸ

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
民
俗
学
へ
の
行
程

一
八
（
五
・
八
％
）

参
考
文
献

五
（
一
・
六
％
）

あ
と
が
き

四
（
一
・
三
％
）

〈
新
刊
紹
介
〉福

田
ア
ジ
オ
著
『
日
本
の
民
俗
学
│
│
「
野
」
の
学
問
の
二
〇
〇
年
│
│
』

（
二
〇
〇
九
年
十
月
一
日
、
三
〇
六
頁
、
三
三
〇
〇
円

吉
川
弘
文
館
）

逸

本

茉
莉
子
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日
本
民
俗
学
研
究
史
年
表

一
一

索
引

二
二

柳
田
國
男
が
本
書
で
登
場
す
る
の
は
Ⅳ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
頁
数
の
分
量
で

は
七
七
・
一
％
に
お
よ
ぶ
。
日
本
民
俗
学
が
柳
田
國
男
抜
き
に
は
語
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
以
下
、
本
書
を
章
ご
と
に
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

Ⅰ
で
は
近
世
に
お
い
て
人
々
が
民
俗
と
い
う
も
の
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
契
機

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
武
士
や
町
人
が
百
姓
を
観
察
し
珍
し
い
生
活
な
ど
を
発
見

し
興
味
を
持
ち
始
め
る
こ
と
を
、
民
俗
と
い
う
事
象
に
対
す
る
関
心
の
ル
ー
ツ
と

す
る
。
さ
ら
に
武
士
や
町
人
が
旅
の
あ
と
に
紀
行
文
を
記
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
民
俗
へ
の
関
心
を
高
め
た
と
す
る
。
貝
原
益
軒
の
紀
行
文
、
橘
南
谿
の
『
東
西

遊
記
』、
古
川
小
松
軒
の
『
東
遊
雑
記
』『
西
遊
雑
記
』、
菅
江
真
澄
の
東
北
遊
覧

記
、
鈴
木
牧
之
の
『
秋
山
記
行
』、
名
所
図
会
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
近
世

後
期
に
は
自
分
た
ち
の
生
活
世
界
に
も
関
心
を
抱
き
、
民
俗
事
象
を
記
述
す
る
随

筆
や
地
誌
が
登
場
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
到
達
点
と
し
て
、
近
世
末
に
行

わ
れ
た
「
諸
国
風
俗
問
状
」
と
い
う
一
定
の
調
査
項
目
に
基
づ
い
た
全
国
的
な
調

査
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
一
八
八
九
年
に
雑
誌
『
風
俗
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、

当
時
は
特
別
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
後
に
柳
田
國
男
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ

る
経
緯
を
記
す
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
妖
怪
・
怪
談
・
死
後
の
世
界
の
経
験
な

ど
へ
の
関
心
が
強
ま
り
、
そ
れ
ら
が
盛
ん
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
不
思
議
な
話
の
仏
教
説
話
的
意
義
が
薄
れ
、
実
際
に
起
こ
っ
た
不
思
議
を
記

録
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
、
民
俗
学
的
記
述
と
し
て
評
価
す
る
。

Ⅱ
で
は
欧
米
か
ら
輸
入
さ
れ
た
人
類
学
の
明
治
以
降
の
日
本
で
の
展
開
を
述
べ

る
。
日
本
に
お
け
る
人
類
学
の
黎
明
は
輸
入
学
問
で
あ
っ
た
と
し
て
、
お
雇
い
外

国
人
教
師
の
ア
メ
リ
カ
人
博
物
学
者
モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の
発
見
、
当
時
の

日
本
の
生
活
実
態
を
詳
細
に
記
述
し
た
こ
と
に
求
め
る
。
一
方
、
日
本
人
に
よ
る

人
類
学
は
東
京
帝
国
大
学
に
い
た
坪
井
正
五
郎
が
人
類
学
会
を
立
ち
上
げ
、
一
八

八
六
年
に
『
人
類
学
会
報
告
』（
の
ち
の
『
人
類
学
雑
誌
』）
を
創
刊
し
た
こ
と
を

契
機
と
す
る
。
坪
井
は
、「
人
種
学
（E

thnology

）
は
諸
人
種
そ
の
も
の
を
調

べ
、
土
俗
学
（E

thnography

）
は
諸
人
種
の
風
俗
習
慣
の
調
べ
で
あ
る
」
と
述

べ
、
著
者
は
現
在
の
学
問
分
野
に
照
ら
し
、
人
種
学
に
民
族
学
、
土
俗
学
は
民
族

誌
学
と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
。

福
田
は
こ
の
土
俗
学
こ
そ
が
日
本
民
俗
学
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
し
て
、
坪
井

の
も
と
で
助
手
を
し
て
い
た
鳥
居
龍
蔵
が
発
起
人
と
な
っ
た
土
俗
会
の
創
始
（
一

八
九
三
年
）
に
注
目
す
る
。
土
俗
会
は
現
実
の
生
活
事
象
に
学
問
上
の
価
値
が
あ

る
こ
と
を
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
差
は
時
間
差
で
あ
る
と
い
う
一
元
的

人
類
史
、
欧
米
進
化
主
義
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鳥
居
の
研
究
の
軌

跡
自
体
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
清
戦
争
後
、
土
俗
学
は
日
本
列
島
外
の
地
域

に
お
け
る
「
人
」
を
研
究
対
象
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
人
類
学
に
変
質
し
て
い

く
。
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
『
人
類
学
雑
誌
』
に
は
台
湾
、
朝
鮮
、
旧
満
州
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
関
す
る
報
告
や
論
文
が
急
増
し
た
。
同
時
に
、
学
術

用
語
と
し
て
の
「
民
族
」
と
い
う
用
語
が
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
に
普
及
し
た
こ

と
に
言
及
し
、
民
族
学
が
確
立
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

Ⅲ
で
は
民
俗
的
な
調
査
や
雑
誌
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
民
俗
学
が
人
々
の

間
に
定
着
し
て
い
く
過
程
を
述
べ
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
家
族
制
度
、
相
続
、
契

約
売
買
な
ど
に
つ
い
て
全
国
規
模
で
調
査
し
た
一
八
七
七
年
の
『
民
事
慣
例
類

集
』（
増
補
版
は
一
八
八
〇
年
の
『
全
国
民
事
慣
例
類
集
』）
を
と
り
あ
げ
る
。
全

国
へ
調
査
員
を
派
遣
し
地
元
の
人
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
記
録
を
作
成
し
て
い
る

― ２１ ―



方
法
論
が
、
後
の
民
俗
調
査
の
内
容
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
一
八
八

九
年
に
は
民
俗
図
録
で
あ
る
『
風
俗
画
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
多
く
は
近
世

の
江
戸
の
庶
民
の
生
活
に
つ
い
て
の
紹
介
と
考
証
で
、
近
代
の
日
本
の
対
外
膨
張

の
な
か
で
日
本
人
の
自
己
認
識
を
進
め
、
地
方
ご
と
の
生
活
の
違
い
を
示
し
た
こ

と
が
こ
の
雑
誌
の
果
た
し
た
役
割
と
す
る
。

民
俗
学
の
名
称
は
一
九
一
二
年
に
石
橋
臥
波
が
日
本
民
俗
学
会
を
設
立
し
、
翌

年
『
民
俗
』
を
発
刊
し
た
こ
と
を
嚆
矢
と
す
る
。
こ
の
学
会
は
一
つ
の
学
問
立
場

や
方
法
で
結
集
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
福
田
は
民
俗
や
民
俗
学
と
い
う
用

語
を
定
着
さ
せ
る
上
で
貢
献
し
た
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。

Ⅳ
で
は
柳
田
國
男
の
登
場
と
、
柳
田
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ク
ル
や
人
縁
か
ら
日

本
民
俗
学
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
を
述
べ
る
。
一
九
〇
八
年
に
柳
田
國
男
が

椎
葉
村
で
行
っ
た
調
査
と
翌
年
の
調
査
報
告
書
の
『
後
狩
詞
記
』
に
注
目
す
る
。

初
期
の
柳
田
の
民
俗
学
は
、
焼
畑
、
狩
猟
を
行
う
山
の
人
々
（＝

非
稲
作
民
）
の

研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
後
、
柳
田
自
身
に
よ

っ
て
、
民
俗
学
は
日
本
の
人
口
の
多
数
を
占
め
る
水
田
稲
作
民
の
生
活
を
研
究
対

象
と
す
る
学
問
と
な
っ
て
い
く
。

柳
田
國
男
は
同
種
の
事
象
に
興
味
を
抱
く
人
々
の
連
携
・
協
同
を
試
み
、
郷
土

会
を
創
立
す
る
。
一
九
一
三
年
に
は
高
木
敏
雄
と
と
も
に
『
郷
土
研
究
』
を
創
刊

し
た
。『
郷
土
研
究
』
の
記
者
を
批
判
す
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。『
郷
土
研
究
』
に
は
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
一
つ
の
自
立
し
た
学
問
の

存
在
を
世
間
に
知
ら
し
め
た
。
こ
の
方
法
に
批
判
的
で
あ
っ
た
南
方
熊
楠
の
批
判

の
一
文
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
八
年
に
は
郷
土
会
が
主
催
し
て
神
奈
川
県

津
久
井
郡
内
郷
村
で
わ
が
国
最
初
の
総
合
的
村
落
調
査
が
行
わ
れ
た
。
今
で
言
え

ば
学
際
的
調
査
で
あ
る
。
調
査
事
項
に
は
後
の
民
俗
調
査
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
問

題
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
内
郷
村
の
調
査
結
果
は
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
調
査
は
民
俗
学
が
次
の
段
階
に
移
行
す
る
大
き
な
契

機
に
な
っ
た
。

こ
の
柳
田
と
は
や
や
距
離
を
置
い
て
、
在
野
の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
っ
た
の

が
財
閥
の
御
曹
司
で
あ
る
渋
沢
敬
三
で
あ
る
。
自
邸
で
の
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア

ム
を
開
設
し
、
こ
こ
か
ら
早
川
孝
太
郎
や
宮
本
常
一
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

Ⅴ
で
は
、
民
俗
学
者
以
外
の
間
に
も
民
俗
学
が
少
し
ず
つ
広
ま
り
、
柳
田
國
男

に
よ
っ
て
民
俗
学
が
体
系
化
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
柳
田
が
注
目
し
な
か
っ
た
事

象
に
焦
点
を
当
て
る
人
々
も
現
れ
、
民
俗
学
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
経
済
は
、
戦
後
恐
慌
、
関
東
大
震
災
、
金

融
恐
慌
、
世
界
恐
慌
の
影
響
で
慢
性
的
不
況
と
叫
ば
れ
、
そ
の
影
響
は
日
本
の
農

村
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
か
つ
て
農
商
務
省
官
僚
・
農

政
学
者
と
し
て
農
村
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
柳
田
國
男
は
、
一
九
三
〇
年
代
初

頭
に
は
日
本
の
農
村
・
農
業
の
実
践
的
課
題
に
民
俗
学
の
方
法
で
答
え
を
出
す
努

力
を
行
っ
た
。
民
俗
学
の
確
立
と
社
会
貢
献
が
同
時
に
な
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
研

究
の
方
法
も
整
備
体
系
化
さ
れ
、
民
俗
学
の
全
体
像
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。
一
九
三
一
年
の
『
明
治
大
正
史
世
相
篇
』
は
現
実
の
社

会
の
深
刻
な
課
題
に
対
し
て
、
そ
の
問
題
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
解
決
策
を
考

え
よ
う
と
し
た
意
欲
的
な
書
物
と
し
て
評
価
す
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
柳
田
が
提
示
し
た
「
何
故
に
農
民
は
貧
な
り
や
」
と
い
う
課

題
や
文
脈
は
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
の
転
向
者
の
抱
い
て
い
た
目
的
観
と
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。
福
田
は
、
大
間
知
篤
三
、
守
随
一
、
佐
々
木
彦
一
郎
、
比
嘉
春

潮
、
関
敬
吾
、
橋
浦
泰
雄
な
ど
を
転
向
者
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

一
方
、
民
俗
学
方
法
論
は
『
民
間
伝
承
論
』（
一
九
三
四
年
）
で
の
重
出
立
証
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法
と
、『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（
一
九
三
五
年
）
で
民
俗
学
が
社
会
に
役
に
立
つ

学
問
で
あ
る
と
印
象
づ
け
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
ご
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い

る
定
住
農
民
を
示
す
語
と
し
て
柳
田
は
常
民
を
用
い
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
三
四
年
に
は
柳
田
が
主
導
と
し
た
大
規
模
な
山
村
調
査
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
調
査
は
共
通
の
調
査
項
目
を
準
備
し
、
統
一
的
な
調
査
内
容
で
日
本
全
体
を
調

査
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
成
果
は
柳
田
國
男
編
『
山
村
生
活
の
研

究
』
と
し
て
一
九
三
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
ひ
き
つ
づ
き
海
村
調
査
も
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
二
年
間
の
調
査
で
、
日
本
列

島
各
地
の
離
島
や
海
岸
地
帯
の
村
落
が
調
査
対
象
地
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

結
果
は
調
査
項
目
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
民
俗
間
の
関
連

性
が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

一
九
三
五
年
、
東
京
で
日
本
民
俗
学
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
全
国

に
お
よ
び
、
講
義
を
聞
い
て
民
俗
学
と
い
う
新
し
い
学
問
の
存
在
と
研
究
対
象

や
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
調
査
し
、
整
理
報
告
す
れ
ば
よ
い
か
を
理
解
し
た
。
そ

の
後
、
折
口
信
夫
が
中
心
と
な
り
民
俗
学
研
究
の
全
国
的
連
絡
機
関
設
立
が
提
案

さ
れ
、
講
習
会
に
参
加
し
た
人
々
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組
織
の
名
称
は

柳
田
に
よ
っ
て
民
間
伝
承
の
会
と
名
付
け
ら
れ
、
会
報
『
民
間
伝
承
』
が
月
刊
で

発
行
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
背
景
に
、
民
族
学
と
の
競
合
、
緊
張
関
係
を
あ
げ
、

柳
田
と
そ
の
門
弟
た
ち
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

一
般
へ
の
講
習
会
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
民
俗
学
を
開
講
す
る
大
学
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
柳
田
國
男
が
民
俗
学
と
は
異
な
る
題
目
で
、
実
質
は
民
俗
学
の
講

義
を
す
る
こ
と
は
一
九
三
〇
年
代
に
す
で
に
行
わ
れ
た
。

一
方
、
渋
沢
敬
三
は
も
の＝

物
質
文
化
に
こ
だ
わ
り
、『
民
具
図
彙
』
と
い
う

図
録
の
編
纂
を
計
画
し
た
。
こ
れ
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
民
具
と

い
う
用
語
が
登
場
し
、
文
字
資
料
の
重
視
、
漁
業
・
漁
村
の
研
究
、
個
別
地
域
で

の
生
活
の
全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
柳
田
と
の
研
究
姿
勢
の
差
違

を
見
出
し
て
い
る
。
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
は
一
九
四
二
年
に
日
本
常
民
文
化

研
究
所
と
改
称
し
た
。

当
時
も
民
俗
学
の
中
心
人
物
は
も
ち
ろ
ん
柳
田
國
男
で
あ
っ
た
が
、
柳
田
の
民

俗
学
と
異
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
民
俗
学
を
研
究
す
る
人
々
も
い
た
。
本
書
で

は
、
中
山
太
郎
、
松
村
武
雄
、
肥
後
和
男
、
赤
松
啓
介
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
彼

ら
自
身
も
柳
田
を
意
識
し
な
が
ら
、
少
な
か
ら
ず
柳
田
の
影
響
を
受
け
、
批
判
的

に
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。

Ⅵ
で
は
戦
争
と
民
俗
学
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
触

れ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
テ
ー
マ
を
学
史
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
注
目
す
べ
き
点
で

あ
る
。
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
そ
の
影
響
は
民
俗
学
に
も
及
び
、『
民
間
伝

承
』
誌
上
で
も
民
俗
学
の
性
格
づ
け
に
民
族
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日

本
民
族
の
自
己
認
識
の
学
問
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
、
民
俗
学
に
お
い
て
も
、
ア

ジ
ア
諸
地
域
を
占
領
支
配
す
る
日
本
民
族
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九

四
一
年
七
月
に
は
『
民
俗
台
湾
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
報
告

は
、
基
本
的
に
日
本
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
台
湾
の
民
俗
を
台
湾
の
言
葉
や
中
国

語
で
記
録
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
植
民
地
台
湾
の
民
俗
学
と
い
う
性
格
が
表
現
さ
れ

て
い
た
と
著
者
は
述
べ
る
。

Ⅶ
で
は
、
戦
後
の
日
本
の
改
革
に
お
い
て
、
民
俗
学
が
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て

き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
を
占
領
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
を
統
治

す
る
た
め
に
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
な
ど
九
つ
の
幕
領
部
を
設
け
た
。
Ｃ

Ｉ
Ｅ
で
は
日
本
社
会
の
基
礎
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
多
く
の
研
究
者
が
動
員
さ
れ

た
。
民
俗
学
は
組
織
的
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
研
究
者
と
し
て
、
柳
田
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國
男
の
下
で
活
動
し
て
き
た
関
係
者
や
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
関
係
者
が
参

加
し
て
い
た
。

一
九
四
七
年
七
月
三
日
に
は
民
俗
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
研
究
所
は

所
長
を
置
か
ず
、
同
人
の
衆
議
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

実
質
は
柳
田
の
書
斎
が
研
究
所
で
あ
っ
た
。
柳
田
が
提
供
し
た
蔵
書
と
資
料
が
研

究
所
の
研
究
備
品
で
あ
り
、
こ
の
体
質
は
そ
の
後
長
く
問
題
を
残
し
た
。
民
俗
学

研
究
所
は
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
て
は
い
た
が
、
純
粋
な
民
間
の
研
究
機
関

で
あ
り
、
そ
の
財
政
基
盤
は
弱
体
で
あ
っ
た
。
所
員
は
書
籍
の
編
集
出
版
に
追
わ

れ
、
日
常
的
な
研
究
活
動
が
疎
か
に
な
っ
て
い
く
。
中
心
に
い
た
柳
田
國
男
自
身

も
、
研
究
所
で
の
理
論
の
深
化
が
見
ら
れ
ず
、
文
化
人
類
学
に
対
し
て
独
自
性
を

主
張
で
き
な
い
民
俗
学
の
状
況
に
対
し
て
苛
立
ち
を
露
わ
に
し
、
一
九
五
六
年
一

月
以
降
研
究
会
に
は
出
席
し
な
い
と
表
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
柳
田
に
よ
っ
て
背

後
か
ら
全
面
的
に
支
え
ら
れ
て
い
た
民
俗
学
研
究
所
は
急
速
に
弱
体
化
し
、
設
立

か
ら
十
年
で
姿
を
消
し
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
民
主
化
へ
の
希
求
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
教

育
改
革
で
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
社
会
科
と
い
う
新
し
い
教
科
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の

社
会
科
の
性
格
は
、
民
俗
学
と
一
致
す
る
と
柳
田
は
考
え
、
教
科
書
作
成
に
も
民

俗
学
研
究
所
が
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。

戦
後
も
っ
と
も
早
く
民
俗
学
の
世
界
で
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
、
東
京
教
育
大

学
の
史
学
科
教
員
で
あ
っ
た
和
歌
森
太
郎
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
森
の
専
門

は
宗
教
社
会
史
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
記
述
に
は
民
俗
学
の
知
見
が
多
く
活
か
さ

れ
、
民
俗
学
と
旧
来
の
歴
史
研
究
を
統
合
す
る
方
向
で
、「
民
俗
事
象
を
、
そ
れ

を
保
持
し
行
っ
て
い
る
地
域
の
社
会
型
と
か
文
化
度
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
歴
史
的

展
開
を
考
え
る
」
と
い
う
独
自
の
方
法
を
提
唱
し
た
。

Ⅷ
で
は
、
日
本
民
俗
学
会
と
民
俗
学
の
、
発
展
と
衰
退
を
順
を
追
っ
て
述
べ
て

い
る
。
一
九
四
九
年
に
民
間
伝
承
の
会
は
日
本
民
俗
学
会
と
改
称
し
た
。
戦
後
の

民
主
化
に
象
徴
さ
れ
る
新
た
な
動
き
は
、
大
衆
や
庶
民
、
人
民
と
い
う
言
葉
で
示

さ
れ
る
多
数
の
人
々
の
歴
史
や
文
化
を
重
視
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な

人
々
の
歴
史
を
追
及
し
て
き
た
民
俗
学
が
注
目
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
機
会
が
急
増

し
た
。
他
の
諸
学
問
と
協
同
・
協
力
す
る
機
会
が
九
学
会
連
合
と
し
て
作
ら
れ
、

民
俗
学
は
参
加
諸
学
会
の
な
か
で
も
っ
と
も
熱
心
に
活
動
し
た
と
著
者
は
評
価
し

て
い
る
。

日
本
民
俗
学
会
が
新
し
く
始
め
た
事
業
が
年
会
の
開
催
で
あ
る
（
一
九
四
九
年

九
月
）。
学
会
と
し
て
、『
民
俗
学
研
究
』（
一
九
四
九
年
）、『
民
俗
学
辞
典
』（
一

九
五
一
年
）、『
年
中
行
事
図
説
』（
一
九
五
三
年
）、『
民
俗
学
手
帖
』（
一
九
五
四

年
）、『
日
本
民
俗
図
録
』（
一
九
五
五
年
）、『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』（
一
九
五

五
、
一
九
五
六
年
）
な
ど
の
刊
行
物
を
出
版
し
た
こ
と
も
、
他
の
学
問
や
他
学
会

の
在
り
方
と
比
べ
て
特
筆
で
き
よ
う
。

そ
の
ほ
か
、
単
行
本
で
個
人
の
研
究
成
果
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

き
た
。
本
書
で
は
宮
本
常
一
『
ふ
る
さ
と
の
生
活
』、
瀬
川
清
子
『
販
女
』、
和
歌

森
太
郎
『
中
世
協
同
体
の
研
究
』（
一
九
五
〇
年
）、『
歴
史
と
民
俗
学
』（
一
九
五

一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
俗
学
の
普
及
を
図
る
概
説
書
・
案
内

書
も
刊
行
さ
れ
る
な
ど
学
会
の
制
度
化
が
一
挙
に
進
展
し
た
。

一
九
五
三
年
五
月
に
日
本
民
俗
学
会
は
新
た
に
機
関
紙
と
し
て
『
日
本
民
俗

学
』
を
創
刊
す
る
。
こ
れ
は
季
刊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
ペ
ー
ジ
数
も
多
く
、

長
い
論
文
を
も
っ
ぱ
ら
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
日
本
民
俗
学
』
に
よ
っ

て
、
一
つ
の
論
文
が
独
立
し
た
研
究
の
完
成
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
民
俗
学
研
究
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
在
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野
の
人
々
が
気
楽
に
論
文
を
投
稿
で
き
る
機
会
を
奪
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。「
野
」

の
学
問
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
問
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
す
で
に
示
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
も
学
術
雑
誌
『
日
本
民
俗
学
』
が
所
属
を
記
さ
な
い

の
は
そ
の
継
承
で
も
あ
ろ
う
が
、
他
の
学
会
誌
か
ら
み
れ
ば
奇
異
な
慣
習
で
も
あ

る
。Ⅸ

で
は
大
学
の
教
育
に
民
俗
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
過
程
を
論
じ
る
。
民
俗
学

研
究
所
解
散
時
の
柳
田
所
蔵
の
本
の
多
く
は
成
城
大
学
に
委
託
さ
れ
、
柳
田
の
門

弟
で
あ
る
大
藤
時
彦
が
教
授
に
就
任
し
て
、
一
九
五
八
年
四
月
に
成
城
大
学
文
芸

学
部
文
芸
学
科
文
化
史
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
民
俗
学
を
専
門
的
に
研
究
指
導
す

る
最
初
の
私
立
大
学
と
な
っ
た
。
国
立
大
学
で
は
民
俗
学
に
関
わ
る
研
究
者
を
専

任
教
員
と
し
て
擁
し
て
い
た
の
は
東
京
教
育
大
学
で
あ
っ
た
。
和
歌
森
太
郎
が
東

京
教
育
大
学
の
専
任
教
員
に
な
り
、
民
俗
学
会
で
の
存
在
感
は
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
い
っ
た
。

一
九
五
八
年
四
月
、『
日
本
民
俗
学
大
系
』
の
刊
行
が
始
ま
る
。
全
一
三
巻
と

い
う
大
規
模
な
講
座
で
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
体
系
的
な
講
座
で
あ
っ
た
と
福

田
は
評
価
す
る
。
た
だ
、『
日
本
民
俗
学
大
系
』
の
執
筆
者
の
構
成
は
、
柳
田
か

ら
独
立
し
て
民
俗
学
を
学
ぶ
方
法
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
試
み
で
も
あ
っ
た
。

柳
田
國
男
は
一
九
六
二
年
八
月
八
日
に
八
八
歳
で
死
去
し
た
。
柳
田
の
死
に
よ

っ
て
日
本
各
地
の
民
俗
学
研
究
者
は
励
み
に
な
る
目
標
を
失
い
、「
野
」
の
学
問

と
し
て
の
民
俗
学
が
明
確
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
民
俗
学
と
な
っ
た
画
期
と
し
て
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
日
本
民
俗
学
会
の
中
心
で
活
躍
し
た
著
者
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
学
史
の
展
望
で
あ
る
。
福
田
が
柳
田
國
男
や
折
口
信
夫
と
い
う
民
俗
学
の
カ
リ

ス
マ
か
ら
は
、
あ
る
程
度
客
観
的
な
立
場
に
い
た
と
い
う
経
歴
が
そ
れ
を
可
能
に

し
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
で
も
本
書
に
は
柳
田
國
男
の
名
前
が
頻
繁
に
登
場
す

る
。
索
引
で
み
る
と
柳
田
が
出
て
い
る
の
は
本
文
三
〇
六
頁
の
う
ち
、
じ
つ
に
一

五
六
頁
に
お
よ
ぶ
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
一
一
五
頁
が
、
Ⅳ
章
か
ら
Ⅶ
章
に
含
ま
れ

る
。日

本
民
俗
学
会
が
設
立
さ
れ
る
以
前
の
民
俗
学
に
対
し
て
柳
田
國
男
の
位
置
づ

け
は
特
別
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
民
俗
学
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
筆

者
は
続
編
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
、
柳
田
の
死
後
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
民
俗

学
は
ど
こ
が
担
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
者
に
生
存
者
が
多
い
だ

け
に
、
学
史
を
ど
う
記
述
す
る
か
議
論
が
分
か
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

本
書
は
一
般
書
で
は
な
い
た
め
、
私
の
よ
う
な
初
学
者
に
は
理
解
の
難
し
い
箇

所
も
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
日
本
民
俗
学
の
開
拓
者
た
ち
』（
二

〇
〇
九
年
、
山
川
出
版
社
）
と
併
せ
て
読
む
と
理
解
し
や
す
い
。
索
引
は
事
項
、

人
名
、
書
名
・
誌
名
索
引
の
三
種
が
二
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
巻
末
に
あ
り
、
か

つ
年
表
も
充
実
し
て
い
る
。
た
だ
近
世
の
年
表
が
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

評
者
は
こ
れ
か
ら
民
俗
学
と
地
理
学
の
接
点
の
領
域
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
ま
っ
た
く
の
入
門
者
で
あ
る
。
こ
う
い
う
初
学
者
が
こ
の
新
刊
書
を
紹

介
す
る
こ
と
は
筆
者
に
失
礼
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
俗
学
の
流
れ
を
相

対
化
す
る
格
好
の
良
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
前
期
課
程
）
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